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はじめに
二宮尊徳の報徳仕法については戦前から仕法哲学の研究が進められる一方、
戦後は仕法実施地域ごとの社会経済史的な研究が大きく前進したが、両者の本
格的な総合はいまだ果たされていない（１）。今後の研究は新発見史料による研究
も必要だが、既存史料の特に「二宮尊徳全集」（以下、全集と略す）所収史料の
厳密な史料批判にもとづく読み直しが進められる必要がある。
小考はこうしたねらいをもった研究の一環として､全集(第14巻仕法小田原領）
所収の二宮尊徳自家再建期の経営帳簿の再検討を試みる。
報徳仕法を思想・事業の両面より研究した佐々井信太郎氏の業績は「二宮尊徳全集」
の編纂とともに戦前戦後を貫く古典中の古典である。思想研究の面で戦後に進められ
た研究も少なくはないが、下程勇吉・力Ⅱ藤L1z・内11｣稔・岡llj博氏らが、報徳思想成
立の経緯に着目し、全集の原典批判の必要性を説いたことに注Ⅱしている。社会経済
史的{ｉｆ究は枚挙に暇無しであるが、その中で大藤修・岩本田輝・紺野浩幸氏の成果に
学んでいる｡
註１
Ｉ尊徳の自立、自家再建期の経営帳簿
１経営帳簿底本の検討
全集第１４巻に収載される二宮尊徳の経営帳簿の作成が始まるのは文化二年で
ある。尊徳が厄介先の伯父万兵衛宅から自立するのは文化元年と目される。経
営帳簿の作成そのものが尊徳の自立・自家再建着手のメルクマールとされてい
る。したがって該史料は、尊徳の自家再建を解き明かす最重要史料である。し
かし、同史料は全集所載時に編纂者佐々井信太郎氏によって丹念な解説が付さ
れたため、その後は内容があらためて検討し直されることが意外と少なかった。
享和二年四月、尊徳の母よし（享年３６歳）が残し、中陰Ⅲ]け（六月晦日）に
遺児である尊徳ら兄弟三人は近隣親族宅で厄介になるため兄弟離散、長子の尊
徳（満１５歳）は生家のある栢山村内の伯父万兵衛宅に寄食する。この時の苦難
生活は富'11高慶「報徳記」で周知の事柄である。その２年半後､文化二年正Ⅱ（満
１７歳)に早くも尊徳最初の経営帳簿｢日記万覚帳｣の記帳が開始される。したがっ
て尊徳の厄介人生活はきわめて短期間に終了した。以後、文政五年に小田原藩
－２９－
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①年中金銀米銭Ⅱ}入控帳／力・二宮金記載なし／力・二宮金治郎
治郎
②諸勘定本方控帳／上・二宮金治郎記載なし
③弐之勘定控帳／上・服部十郎兵衛内記載なし
二官金治郎
①歳中金銀米銭川入控帳／力・二宮金記載なし
治郎
②諸勘定口別控帳／力・二宮金治郎記載なし
③諸勘定口別控帳／力・二宮金治郎記載なし
①金銀米銭川入控帳／力・二宮金治郎記載なし／力・二宮金治郎
②御金並米銭H}人控峡／机州足柄11郡鮫''１幽控帳／記載なし
大井庇・力・二宮金治郎
③野川ヘリ|移ノ節lllklll売渡証文控帳
④歳中金銀}|}人'隈･小lllDi(より道''1人)||／
二宮金治郎
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文政5.3
註ＬＮｏｌ～Nol4の史料は「全集第13巻ｲ'二法小l1l原領』の英一／「はノ六一家復興期の記録｣、
Nol4～18は同「はノー○社会的活動への進ｌＬＩ１期｣に所収。
２．全集は、表紙部分の署名を「金次郎」とする部分もあるが、底本では、帳簿中で略記され
た部分を別にして、表紙部分の署名はすべて「金治郎」である，
３．表中／の後の署名肩書部分にある「上」は「東栢山村」の、「力」は「栢111村」の略記。
４表中の年齢欄には、各年１１１１時点での尊徳の満年齢を記した。
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から旗本宇洲上家知行所（以下桜町領と111＃す）仕法の委任を諸け任地野州桜１１１Jに
赴任するまで、青年尊徳（１７歳から３１歳）の｢|家再建への営為は経営帳簿作成
とともに続けられた。これを表１にまとめた（,)。
これらの総営帳簿の検討には、表中の経営帳簿について、すべて底本にあた
り、自筆の当否や記載形式などを検討､当時の二宮家関係肴の筆跡を確めるため、
全集第１４巻「はノ五｜上Ⅱ父と両親」に収載される史料、すなわち①「天lﾘ]二年
明性見舞控'隈｣、②「犬IﾘlFq年祝儀覚控帳｣、③「寛政八年参宮覚帳｣、④「寛政
'二年御仏前備物控｣､⑤｢天保三年三十三回硯''１蒼海信男」との照合を行った(2)。
この結果、表ｌ記載の経営帳簿はすべて尊徳ｒｌ兼の横帳形式の記録であるこ
とを確認した）なお､表ｌのＮｏｌ４とNo15の間を一線でiilliしたのは､後述する（Ⅳ
二宮家の経憐の全体像）通り、この前後で経営帳簿の性格が大きく変り、す
べてを一律に論じるわけに行かないからである。全集の編慕うllifもこの点を認識
した上で解説に、「一家復興に関する期間を、何年までとするかは、種々の案も
立て得る」としながら「大体に於て文化年間を以て再興期間」とし、年代順に
NolからNOl3までを「はノ六一家復興期の記録」とし、Ｎｏｌ４からＮＯｌ８まで
を「はノー○社会的活動への進出期」と二つに分けて編集している。小考も
この趣旨にしたがいつつ、記録の連続性から便宜｣Z、ＮｂｌからNol4までを「Ｆ１
家再建期の経憐帳簿」と一括して論究する。
註ｌ表ｌに収誠する経憐ｌｌｌ(禅について、全集には次のような解i塊がある。「翁が伯父の毛よ
りｌｉｌｌ毛して以来の状況を知るに足る材料は、lIL間に公にせられて居なかった｡索いに
も二宮家には翁の青年期に属する書類が、全くの家宝として、他見を許さずとして秘
せられてあった。今llrｲｷﾞⅡ三年七月＋－１１の夜、編者はliJI家をiiｶＩｌＩＩして、この期lll]の秘
書を全部拝借し来り、編輯机上に腱巻する悦を与えられた。大風呂敷に包んだ八’二
冊の古文書中には、大部分が翁の身辺の記録である」（全集第１４巻、３５７頁)。これは
直接は「はノ五祖父と両親」に付された解説ではあるが､小考で取り上げる帳簿「は
ノ六一家復興期の記録」にもまったく|IＩ様にあてはまると琴える。
２「はノブｉ祖父とilmi親」に収蔵される史料中の①「天1ﾘj二年寅十Ｈ十六日明性見舞
控'１k」は、尊徳のI(|[父銀ｲ｢衛門死去時の記録であり、全集解説は「病中の見舞控」と
解釈しているが、「せんかう」の受領などから葬儀の覚とIILるのが適当である，記帳
される人名は|｢1'１９年の「利右衛門祝儀帳」に近く、「天保三年硯l[｣三-'一三回昔海信ﾘ)」
には遠く、天lﾘjIllFの原本と考えられる。この年瞭徳はいまだ生まれておらず、状況か
ら推して記'帳肴は父利右衛''１と推定される。②「天Ⅲj四年辰十二１１祝儀覚控帳」は、
尊徳の父利ｲｺﾞ術Ｉｊ１の婚姻祝儀時の記録である。表紙に「二宮利右衛門」の署名があり、
底本参照の結果、筆跡も①の史料と一致する。ただし、｜可史料のウラ表紙に異筆の後
筆添書がある(，たどたどしい楴喬で、「宝暦三発ifLi年誕生i、天明|)L1甲辰年迄歳三十二
才二宮利ｲi衝''１１･明和四丁亥年誕生、天明四ilI辰年迄歳十八才川久保お好」と記され
る。全集解説は、これを「翁が後年裏書」したとしている。根拠は示されていないが、
－３１－
底本中､後年の史料（たとえば④など）と比較検討した結果､これに異論はない。③「寛
政八年辰正月参宮覚帳」には、利右衛門の署治がある。轤徳誕生後、三歳に満たない
頃の史料で、全集は父利右衛門参宮時の「花向帳」とする。この年、夏の暴風雨で二
宮家の田畑は大被害を受けたが、参77時にはまだ多少のゆとりがあったと推定される。
筆跡も利右衛門自筆とみられる。④「寛政十二庚申年九月御仏前備物控」には、表紙
に初めて「二宮全治郎」の署名がある。左Iﾐ部に「二官利右衛''１|)L1拾八歳之時病死仕
候」という添書がある。父利右衛門死去時の香典帳である。ウラ表紙に「寛政十二年
庚申九月二十二日父二宮利右衛門事」との添書がある。この添書も含め状況からし
てすべて尊徳の自筆文書と推定される。時に尊徳満一三歳、年月を特定できる自筆史
料の初見である。しかも尊徳の署名は「金次郎」ではなく「金治郎」である。自筆文
書である限り、尊徳の実名署名は晩年まで一貫して「金治郎」であった。ただし、略
記されたくずし字が「金次郎」と見える例は少なくない。また、後に小田原藩や旗本
宇津家が作成した文書中では「金次郎」と記されていることも事実である。今回の底
本調査の結果、「金治郎」とすべき部分が、誤って「金次郎」とされた筒所が多数見
受けられた。最後の⑤「天保三壬辰年九月二十六[１三-'一三Ｉｌｌ硯山蒼海信男」は、尊
徳四五歳のとき父利右衛門の三三'''１息の記録である。史料成立時期からすれば異質な
史料であるが、全集はそれを承知で、④の史料の「附録」として収載した。底本を見
て尊徳自筆ではないことを確認した。
２表紙記載の問題
文化二年に始まる経営帳簿は、表紙のウワ書が中味にあまり関係なく、「日記
万覚帳｣｢算用日記控帳｣｢歳中萬用控帳｣｢歳中金銀米銭控帳｣｢金銀米銭出入控帳」
などと頻繁に変化する。しかも、裏表紙には表表紙と異なるウワ書がなされ、
それも頻繁に変わる。表紙ウワ書と帳簿の中味に定則的な相関する関係はない。
表紙には表題のほか、二宮家当主を示す署名がなされている。ところが経営
帳簿の表と裏で異なる名義の署名がなされているケースが目立つ。実際の記録
者は「金治郎」以外に考えようがない。しかし､文化二年の帳簿の表表紙には「東
栢山村二宮銀右衛門」とあり、裏表紙には「栢山村二宮利右衛門」とある。
祖父銀右衛門と父親利右衛門はともに亡くなっている。あえて死者の名義が使
用され、しかもそれが一回限りの偶然ではなく、長きにわたり意識的に用いら
れている事実に注目したい．
特に祖父銀右衛門の名義は文化十一年まで、表表紙のウワ書を中心に繰り返
し使用されている。また裏表紙でも文化六年､同七年､同九年の三か年に使われ、
特に文化七年には表裏とも銀右衛門の署名が行われている。これに対し実の記
帳者である金治郎の名は、文化三年に裏表紙に初めて用いられた後、四、五年
と裏表紙での使用が続き､文化六年に初めて表表紙の署名に用いられた。しかし、
翌七年には表と裏の双方から消えた後、文化八年に先ず裏表紙のウワ書署名と
して復活し、文化九年に再度表表紙の署名として用いられ、翌十年に再び双方
－３２－
から「金治郎」名義が消えた後、文化十一年に三度、表表紙に立ち戻り、以後
ようやく帳簿上の名義が「金治郎」に固定するようになる(1)。
このように再建過程の二宮家の経営帳簿で、当主の名義が「金治郎」（尊徳）
ではなく、すでに残した祖父「銀右衛１１１」の名義が使われ続けていたことの意
味は、再建過程の百姓経営として軽視できない問題を内包する。
表紙署名の肩書に｢東栢山村」と「栢山村｣が見られるのは､柄山村が東西両組に分かれ、
二官家はもともと東組に属していたためであろう。後述するように、再建された二宮
家には西組に属す耕地もあったが、帳簿上の名義肩書として「西栢山村」が使用され
た例はない、
註1
Ⅱ二宮家の土地売買
１二宮家の盛衰と土地売買
全集には、二宮家再建期の土地売買の模様を記した記録「田畑本証文並添書
控帳」と「家株田畑高反別取調帳」が収載されている(1)。これから表２を作成
した。表２には寛延四年から文化末年に至る約６０年余に生じた二宮家の土地
売買が記されている。表のNb山からNOlOはまだ尊徳の祖父銀右衛門が当主の時
代である。この間１０回の土地購入が行われ、そのうち９回目安永六年正月の土
地購入後、二宮家の所持反別合計は２町３反６畝２２歩（表上では236-22と
記載）におよんだ（｢家株H1畑高反別取調帳｣)。表２上での集計によれば寛延
以降に購入集積した反別合計は９反６畝２０歩、これに投じられた資金合計は、
金４７両２朱（表上ではＫ４７－Ｏ－２）にのぼる。
祖父銀右衛門は、天明二年の土地購入（NCjO）直後に死去し後は尊徳の父
利右衛門が継いだ。銀右衛門に実子がなかったため、実家から養子に迎えられ
たのが尊徳の父利右衛門であった。これ以後、二宮家の衰頽が始まる。表２の
ＮｑｌｌからＮＯ２１まで合わせて１１回の土地売却が行われる。ただし、父利右衛
門は寛政十二年に病残し、ＮＯ１１と１２は当主利右衛門の時期であることが確実
だが、ＮＯｌ３から１６は享和二年四月の尊徳母お好の病没以前というだけで、年
月を特定できないため、父利右衛門生存中か、後家となった母お好の時代かは
判然としない。
ＮＯｌ７から２１は母お好の残した時であり、遺児たちだけでは二宮家の経営は
成り立たないということから「右之始末に付、親類立合、為取続請戻田地、並
売渡田地相改」め(2)、一部は元の地主の請け戻し要請に応え、残りも新たに
質入れし他家に譲渡されることになった。それでも売れ残った土地が７反５畝
２９歩ほど出た。享和二年四月の土地売却は、直接の売買証文を見ることはで
きないが、状況から察し、潰百姓の所持地分散のため「親類立合」の上、村役
人の手で行われたと推定される。表上の集計によれば、ＮＣＩｌｌから２１までに売
一３３－
表２二宮家の土地売買一覧
l宅地売買期日１垪地･反別･代金 売主 貿主 典拠
１寛延43.4llliilJ原新'117-06,k4-0-0lLl郎兵衛銀ｲi術'''１充渡証文
２穏暦812曾挑lH耕地16-02､k7-l-2Ｘ八銀右衛'''１添証文3蝋I}２１鰯蝿』淵30111W１１鮒騏澗門売渡証文（売渡証文）
４’i訓瀞9.11曾我lﾛ耕地､k4-2-Oうじ/[：衛門銀ｲｺﾞ衛門添証文
（宝暦22）ｌ曾我､斜|地13.20M-2⑪蝋鯛？駈為門宛渡証文（充渡証文）５安永3１２薬師堂21-01、klO-OC
６安永4ｳ1２薬師堂4-18,k7-3-0金三郎利右衛lml売渡証文７安永5,5壱町所7-28,k4-0-0弥六利右衛''１売渡証文
８安永6」中嶋耕地9-01他見取場勘左衛''１銀右衛'''１売渡証文
薬師堂緋地5-22
寺ﾉ下1-22
〆１６－１５，ｋ4－３０
９安永61構東１－２２
中河原2-25
中河原j〔iiM(0-06
〆4-23,ｋ2-0-0
|勘左ifijl11jl銀右衛''１１｜売渡証文
永馴|議iii鰯lii瀞 銀ｲi街lf1所刊 ､家株田畑iFli反別取調帳」炎上集計同上
薬師堂2-16,k2-0-0
二宮家譲渡I又別4-18
二宮家譲渡I又別308,k3-3-2
束屋敷下19-00,ｋ7-2-0
割河原6-02､kl-2-O
曾我田9-23,ｋ2-1-0
おかさき10-00,ｋ3-0-0
大丸13-11,kSOC
仁右衛門新lll20-O1､k4-0LO
構東7-28,k2-00
屋敷下28-13,k６１－０
屋敷下9-10,k2-0-01,
1呼請金kl-2-0
屋敷下8-28,ｋ2-0-0
扁敷･畑5-08,ｋ4-0-0
1Ⅲ2,3
天Ul4l2
天Ⅲ14.12
享和2.4
享和2.4
享和2.4
大兵術銀右衛|ⅡＩ売渡証文
利右術l１１ｊ万兵衛「家株ul畑高反別収,ilMl版」
利右術|Ⅱ］金三郎ｌｉｌ上
喜蔵1,1上
所左衛P１ｊ同上
織右衛'''１１１１上
北久保村新七lT1上
親類立会い喜与八ｌ１ｉｌ上F|剰ＩＭＡ
lil罫''3:｛ 繍蝋||蝋lｌＩｌ l１ＩＬｌ１ｉｌｌ
;91蔓||;オ 溌篭Ｍ｜線:'''１ |iリＩｚｌＪｊ１上
享和2６ 二宮家士地売
売却代金〆kと
兄弟離散時売
洪水流出､他Ｉ
ﾑﾘⅨ別14600
〆k47-3-2
り残75-29,大
､他に少々論所地有
繊鵬……｜繍祷…鵬，
文化33.5薬師堂9-10,ｋ3-2-0
～文化6.7ＬＰ河原道上8-28,k2-0-0
-文化6.7薬師堂7-23,ｋ2-1-0
～文化6７薬師堂新田10-00,k4-0-0
文化6.7割河原10-00,k4-0-0
文化612薬師堂耕地2-07､k2-I-O
文化7２薬nllj堂耕地10-00、
無高芝間'0-00,／20-00
ｋ4-2-0ﾄ他辨詰金kl-0-O、
〆ｋ5-2-0
無高芝llU5-00､kl-2-Oト
普請金kO-l-0､〆kl-3-0
文化7.3東屋敷7-20,ｋ3-2-0
lﾄﾞﾄｲ丁衛|ⅡＩ
久右術|Ⅱ］
佐ｲT術ｌ１ｌＩ
忠左衛門
覚兵衛
太兵衛
椛右衛liII
I家株、畑TwIlj反別取洲帳」
同上
同上
同上
売渡証文
充渡証文
充渡証文
｢家株田畑imx別取調'帳Ⅱ
２
３
４
５
６
７
８
２
２
２
２
２
２
２
※銀右衛Ｆ
※銀右衛Ｐ
※銀右衛|］
|TTIl
元権(i術'''１事
淺右術|｣１１
儀右術'１１１
lTill-2９
文化13.4柳ﾉ町7-17、
中曽根堰束7-19
〆15-06,ｋ3-0-0
文化13.4道定Ⅱ'15-08,ｋ10-0-0
文化１３４（道乗[''15-08)､Hf二1二l依
賊ｉ１蕊懸jllMf棚｡。
lTjI上(Nn33にl｢１じ）3０
13.4
鰍？
三郎/f術｢'1］ ｌ１Ｉ上(NCL32にlI1し）3１
３２ 鱗;ｌｌｌＩｌ鱒MlwI'鴎添証文売渡証文売渡証文艦
庭化…|鵜雛l”｜灘繍篝臘 いずれも表上集計
註Ｌ典拠の｢売渡証文｣｢添証文｣は、「寛保二戊戊年～天保二辛ﾘ１１年田畑本証文並添書控帳」｜｢全集第
14巻」308頁から作成。ＮＣ２．４．３２の｢添証又｣には売買手続きとして売主が蛎前に購入した際
の本iilI文が添えられる。次行の（売渡証文）がそれを示す。
２．典拠の｢家株l1Uj{I高反別収,】,illllii｣は、『全集輔14巻」322頁。
３．表中の人名は特記したものを除きすべてlYilll材の百姓、東lXiの別がある場合だけそれを略記した。
4.尊徳の祖父銀右衛門は天Ⅲ]２年10月に没し､それ以降は､※銀右衛門としてそれを示した｡
５．尊徳の父利右衛門が没するのは、寛政12年９月2611である。
６．「安永6.1」「享和26」「文化年間末」欄の反別は､特にlll典を記す以外は表12での集計である。
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弩初;よ銀ｲi衛門名義で購入、
途.jから金次郎名義の購入
１１F盤iIl閂の所縛管騨
､｡ず 表Ｈ,集ﾐュ
却された反別は合計１町４反６畝、この売却代金は金４７iii３分２朱となる。
結果として二宮家に残った土地は７反５畝２９歩（｢家株H1川高反別取調帳」記
載）であった(3)、
これに対し、ＮＯ２２から３３は尊徳が伯父万兵衛宅から自立した後に購入した
ものである。しかし、Ｎｏ３０とNo33、およびＮＯ３１とNo32の両者は同一取引の記
録であるから、実際の購入回数は１０回である。表上の集計によれば、この間
の購入反別合計は１町１反ｌ畝１２歩、投入した購入資金総額は金４１両３分｡
この結果、文化年間末の二宮家の所持反別合計は，ｌｌｌＪ８反７畝１１歩に回復
した。なお、文政段階になると尊徳の土地購入は一段と進むが、その段階の分
析は、小考では割愛し、後日を期すことにする。
これに使用する全集第１４巻所収「はノ四栢山村家株処分調」の「田畑本証文並添
書控帳」と「家株田畑高反別取調帳」の両史料はともに当時の史料にもとづき、前者
は天保二年十一月以降、後者は文政五年三川以降に編纂されたものだが、前者は各取
引の充渡証文や添証文の写をそのまま収載しているため、売主と買主双方の名義があ
きらである。
全集第１４巻「家株Ⅲ畑高Ⅸ別取調|帳」３２７頁。
全集解説では、この土地を「七反五畝二十二歩」とし、「趾を失った三人の孤｣,'０を掬
育する為に、親族の者共が集って苗代を作り、同族の助成によって杣付草取までも行っ
た所、その六月二十九Ｈの洪水で「不残流失或は瀬と成、又は砂入高臺と罷成、一粒
も実法不lllj文字通りに途方に募れてしまった」と伝えている（第１４巻、３０７頁)。
註１
２
３
２尊徳の土地買い戻し
前述の通り、表２のNO22から３３までの土地購入が、尊徳の自家再建の過程
を示すものであるが、そのうち「田畑本証文並添書控帳」によって売渡しの本
証文（写）が残るものはNC２６．２７．２８．３２．３３の５例に過ぎない□ここで注目
されるのは、Ｎ026.27.28の取引の売却先が、現実の購入者である金治郎（尊徳）
ではなく、既に亡くなっている祖父「銀右衛門」となっている点であるr,他方、
N０３２．３３は実態通り「金次郎」となっている。
文化元年に自立再建に着手したとはいえ、分散潰れ状態からの再建であり、
土地の購入買い戻しにあたっても、分散の際に質入れ譲渡するにために立合っ
た村社会の面立ちの衆、すなわち村役人・親類・証人たちの協力を得ることは
必須の事柄であった。土地の請戻しをスムーズに運ぶためには、他家から養子
に入った父利右衛門よりも祖父銀右衛門の名義が名田の主として有効であった。
もともと銀右衛門名義の分散であったとの推定も成り立つハ
ＮＯ２２から２５までは買主名義が不明であるが､おそらくこれらでも「銀右衛門」
の名義が使用されたと推定する。NO2９でも年代からしてまだ「銀右衛門」が使
用された可能性が高い。ＮＯ３０の文化十三年あたりから、ようやく「金次郎」（金
一３５－
治郎自筆でないため、このように記されている）名義の取引が定例となったの
であろう。これは前章で見た経営帳簿表紙の署名に当初は「銀右衛門」名義が
使用されていたのが、文化十年ころから、「二宮金治郎」に統一されるようにな
ることと軌を一にしている。
なお、尊徳の自立後初の土地購入であるNo22について、「家株田畑高反別取
調帳」は次のように記す（川
今般請戻候御田地之儀は、
去る寛政三辛亥年八月五日
大洪水に付、田畑致流失、
困窮に罷成、開発行届兼、
無余儀地代金弐両、普請金
壱両弐分、都合三両弐分に
売渡置候間、此度請戻申候
この土地は寛政三年の大
洪水による被災後、やむ
なく手放したものであり、
まさしく傾きかけた二宮
家を象徴する田地であっ
表３二宮家分散前後の土地売買
相手百姓 質入れ（売却） 質地請戻し
岩右衛門 屋敷下９－１０ 薬師堂9-10
代金、ｋ3-2-0 代金､k3-20
久右衛門 屋敷下８－２８ 中河原道上８－２８
代金､k2-0-O 代金､k2-O-O
佐右衛門 屋敷下２８１３ 薬師堂､7-23
代金､k6-l-0 代金､k2-l-0
註「家株田畑高反別取調帳」から作成
た。買い受けた岩右衛門の所持地となった後も悲運が続き、「四ヶ年以前、享和
二壬戌年六月晦日之洪水にて砂埋」となり、「御用捨中」（年貢減免）の扱いを
受ける状況のまま、文化三年に二宮家に請け戻されたのである。これを尊徳は
手作りせず、小作に出した。
致'1,作置候共、作徳米三俵弐斗相残り、土地共に朴|励、夫より金子案外致出来、田畑年々
受戻し、開運之始、我為には大恩之御田地永久疎にすべからず
小作に出した土地から米三俵弐斗という意外な作徳を得た尊徳は、これこそ自
家再興の道筋を開く「開運之始｣、「大恩之御田地」であったと懐旧している(2)．
表２のNO23からＮＯ２９の文化年間中葉までに尊徳が「銀右衛門」の名義で買
い戻した土地の多くは、こうした性格を多分に有する士地であった．ちなみに、
表２のN０１８．１９．２０とNC２２．２３．２４を比べ、二宮家と岩右衛門・久右衛門・佐右
衛門らの間で売却・請戻しされた土地取引を対照するため表３を作成したⅢ
質入時と請戻し時の反別・代金とを比べるとほとんど差がなく、もとの代金
のまま買い戻しが済んだことを示しており、これに年貢諸役の減免措置が加わ
れば、実態としてはこの間の土地取引は、村共同体の救済・扶助行為の性格を
有していたとみても過言ではない。
全集の解説（314頁）は、表２Nu26の覚兵衛からの土地購入について「この地所は翁
が始めて買い戻したるもの」とするが、これは編纂者の勘違いであろう。
｢家株田畑高反別取調帳」に記載される、この文に続き尊徳は、「東照神君之御制之由、
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伝え承り候事有之」と述べ、元地主の田地請戻し制度を「東照官神君」の開かれた制
度とする認識を披瀝している。
Ⅲ帳簿の記載様式と名義
１様式の形成と変化
表ｌのＮｏｌからＭｌｌ４まで、経営帳簿の記載事項や様式を検討しておきたい。
帳簿表紙のウワ書に「日記」「万覚」「万控」「金銭出入」「金銀米銭出入」など
の文字が使用されるごとく、元旦から大晦日まで、種々の金銭･米穀･年貢諸役．
生活用品．贈答品等の金銭出入が日順を追って記載される。ただし、初年の文
化二年はまだ形式が整わず、ごく限られた狭い範囲の貸借関係や、若者入用な
ど身辺費用が記載されるにとどまる。
文化三年からは日順記載の形式が次第に整えられるがまだ徹底せず、日順に
もしばしば錯簡が見られる。全般に少額支出が多く、ところどころで集計のあ
とがある。日付の下に「かし」「かり」の注記が見られ、貸借関係の発生がうか
がえる。ただしその元利返済を正確に知ることはできない。
文化四年の「算用日記控帳」では、支払の日順記載は回数を増し、月末集計
がなされるなど次第に形式も整うが「かし」「かり」「わたし」「とり」「請取」
などの注記は依然として甚だあいまいで、集計処理の正確を期すには不安をと
もなう(1)。一方､日順記載とは別に「かし金覚」「作徳請取覚」「米かい置覚」「利
足金銭請取覚」などの仕訳勘定が生まれる。ただ、仕訳勘定の中味に不明な点
が多く、仕訳勘定が経営上に占める意味あいを明瞭にしえない憾みがある。
文化五年も引き続き「作徳米覺」の仕訳勘定が見られ､新たに「売置米覺」「古
借金書出覚」「きう金時々かり、こころおぼいちゃう」などの新たな勘定が設け
られる。これは尊徳の奉公稼ぎに関わる記載ともみられるが､詳細は不明である．
文化六年の帳簿では、日順記載と月別集計が定型化する￣方、「出金覚」「金
出し覚」「金請とり覚」「きう金覚」「かしつけ金」「作徳米」「売置米」など小口
の仕訳勘定が設けられるが、いずれの勘定も分明さを欠く。
文化七年、八年も同じ傾向が進み、仕訳勘定としては、「古借書出覚」「古借
し金覚」「当午借し金覚」「入金覚」「小作米覺」「手作覚」「売米覺」「当午種も
み覚」（以上は七年）や「諸役控所」「きう金ノ控所」「古借し金言出所」「当米
出入高覚」「小作年貢定控覚」「とり入銭控」「米かし覚」「はん米覺」「米うり覚」
｢去午作徳米」（以上は八年）など多種類の仕訳勘定が設けられるが、金銭貸借．
給金・手作り・小作・売米・飯米等の勘定相互の関係は相変わらず明快でない。
なお、「きう金」に関し、尊徳の奉公先が問題になるが、勘定帳に記載される
｢入湯銭」支出を集計した表４と対照したい。前年までほとんどなかった入湯銭
が､文化八年から急増し、その後十二年まで多くの支出が続き、その後は急減し、
ほとんど無くなっている。
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表４尊徳の月別入湯回数と入湯銭
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各年の経営帳簿から集計。
jkIllの数値の単位は、ｉル錐は「文」、人iル散は「｢Lil」とする。
表''１の－は入湯の)11(いこと、…はそのｲＦに''１ﾘﾉ］の無いことを示す
１
２
３
註
全集の編纂者は、小|Ⅱ原城下における服部家の奉公が文化九年から始まると
しているが、前記仕訳勘定や表４の入湯銭の支出状況から見ると、尊徳の小田
原での奉公稼ぎは文化八年に始まると考えるのが当を得ている。この間六～八
月の農繁期に一時減少するほかは、年'11を通して頻繁な入湯があり、かなり長
期にわたる小H1原生活があったことを示している。それが服部家での武家奉公
と関連することは当然推測されるところである。
文化九年になると、日順記載のなかに含まれる「かし」「かり」「渡し」「とり」
の注記はさらに増加し、いっそう複雑さを増す,）半１ｍ、仕訳勘定は減少し、「作
徳分」「きう金惜覚」「米売覚」の他は、「きものぬいちん代」の臨時勘定がある
に止まる。集計処理はいっそう難しさを増す。
文化十年は帳簿末尾の仕訳勘定の一部が、何かの都合で分割され、文化十一
年の帳簿の末尾に合綴されている。内容に分冊しなければならない必然性は看
取されない，ほかは前年の形式を踏襲するが、仕訳勘定は「米売惜覚」「きう金
昼扶持覚」「(かし付)」「村川覚」「(古倍覚)」「返金之覚」「戌春より米覺」「掛
もの覚」「小作取立覺」などの常設的勘定のほか、「身廻り之諸入用覚」「山之取
入覚所」「借金覚」「曾我村用覚」など臨時の勘定が設けられる。このうち「掛
もの覚」には二宮家の文化十年の年貢諸役の概略が記載される”
文化十一年、十二年の仕訳勘定は「病中薬之覚」「借入金之覚」「(柏111村善
右衛門）勘定之覚」「(服部家きう金之）覚」（以上、十一年)、「米出覚」「作徳
米預之覚」「搗米之覚」「水油之覚」「預り金之覚」「服部様御台所諸勘定之覚」「諸
出銭控」「御年貢之覚」「西栢山村出銭覚」「田畑'１､作付覚」「｢地代金覚」「借付
金之覚」「別所村用覚」「御林代金党」「借入金覚」「亥取雑石之覚」（以上､十二年）
などますます多項目になる他方､日)'１N記載のなかの｢かり」｢かし｣「とり」｢渡し」
｢預り」の取引と「年貢諸役」負担の記載とが混然一体となっており、その整理・
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集計処理をいっそう難しくしている。
文化十三・十四年も同様の傾向が続き、仕訳勘定には「丑年Ⅱ|植手間」「米か
し付覚」「堀之内村彦八分出物」「去御年貢諸出銭控」「種籾之覚」「手作之覚」「小
作付覚」「返済利足勘定之覚」「飯米之覚」「肥控覚」「水ilh之覚」など多くの仕
訳勘定に、「権右衛門様勘定」「堀之内村倉蔵殿分」など個人に関する仕訳勘定
が新設され、さらに奉公先である服部家の賄い勘定が混入するようになる．
文化'五年は、この傾向が一段と進み、日l1llij記載と仕訳勘定の双方に奉公先
服部家の家政にかかわる事項が混在し、奉公先の業務と二宮家の私的金銭出入
りが入り交じり峻別を困難にしている。この区分けは服部家の経営や趣法に関
する帳簿との厳密な照合を行う以外に方法はないが、もはや二宮家の私的経営
帳簿としての』性格は失われていたとみなさざるをえない．
｢全集ｊ掲載の帳簿上には、記録者である尊徳自身が行った集計が「〆○○」と記載
されるもののほか、『全集』の編纂者が翻刻過程で行った集計結果が、「加筆」の注記
をともないつつ、「〆」「惣〆」などのかたちで記載されているしかし、記録内容を
どう判断し読み解くかが問題であり、自明の事柄として軽々に処理できないから、編
纂者が付した集計結果にはよらず、あらためて筆者の判断で別に集計を行った＿
,注１
２帳簿に使われる銀右衛門名義
文化三年の経営帳簿の末尾に次の借金証文写が一通掲載されている
借川申金子之事
一金壱分弐朱ト銭四百八拾四文
右は無擴入用に付、借用仕虚実証に御座候、貴殿入用節は何時成共、私共間違無差
上申叩候、後日ため証文佃如件
栢山村
文化三年借主新右衛門
寅ﾉL月－１|夜同大兵衛
同武左衛門
幸左衛門殿
銀右衛門殿
卯二月十二Ｈ相済申候
過去の貸借ではなく、当年の金融の動きを示す借金証文の金主の－人に、す
でに亡くなった「銀右衛門」の名儀が使用されている（])･前章で検討した二宮
家の土地購入に銀右衛門名義が用いられていたこととも符合する｡
経営帳簿に二宮家の農業経営の実態を示す情報は豊富ではないが皆無では
ない。文化三年の帳簿の後半部分に「屋敷分私作同（米）壱俵銀右衛門」
の記載がある。これは二宮家の零細な手作りを示す記録である｡ここでも手作
りの名義が「銀右衛門」となっている。
－３９－
同時期の土地購入、金融取引、手作りの名義がいずれも「銀右衛門」の名で
行われていたことから、当時、二宮家の経済行為の多くが基本的に「銀右衛門」
名義で行われていたと推定される。しかも村社会の組織がそれを容認していた
と考えられる。帳簿の表紙署名に「東栢lll村二宮銀右衛門」と記されていた
ことはけっして偶然ではなく、再建に向かった二宮家の村社会との応対のあり
かたそのものを示したものということができる。
註lこの年の帳簿には、銀右衛門名義で行われた貸付がほかに４件略記されている
Ⅳ二宮家の経営の全体像
二宮家の経営帳簿が､日順の金銭出入と仕訳勘定から構成され､それぞれに「か
し」「かり」「渡し」「預り」「とり」「請取」などの注記を混在させ、集計処理の
困難さをもつことを前述した。しかしながら､右の注記と仕訳勘定を手がかりに、
金銭・米穀の出入りの大概を観察することは不可能ではない。乏しいとはいえ
農事に関する情報も散見するから、これを慎重に集計処理しながら、１５年に
も及ぶ尊徳の自家再建期間を経営帳簿の集計結果から大観したい。以下､①支払・
貸借･請取･給金等の金銭出入りと、②手作り・小作･売米･土地購入等の農事と、
その両面から検討を加える。
１支払・貸借・請取・給金
文化二年から同十五年までの勘定帳から、まず支払・貸借・請取・給金に関
わる金銭出入りを集計し、表５にまとめた,，
記載事項を集計するにあたり幾多の困難が生ずる。「出す」「渡す」「かし」「か
り」「貸付」「借付」「預り」などのあいまいな記載を峻別する難しさである。そ
のたびに前後の記載、他の年の帳簿と比較照合する気の遠くなるような検証作
業が際限なく続く。それでも完壁は期し難いが、その作業を通してようやく項
目ごとの金銭米高のおよその額を把握できる。
表５では、年ごとに年内取引の総量を集計し金銭米の高で示した。現実には
貸付･借用の双方に年内の返済分があり、貸付･借用とも前年中になされた「古貸」
｢古借」分もある。しかしそれらが新古の区別をすべて明確にし、元利返済の
有無をあきらかにできるものばかりでないから、厳密を期そうとすると集計不
可能になる。そこで右の点にあえてこだわらず、その年計上された金銭穀をす
べて単純に加算する方法で、支払・貸借・請取・給金の高の大概を把握する方
法をとった。したがって前年までの取引が、決済されず、翌年また記載計上さ
れような例もあると考えなければならない。表５に示す数値はこうした意味で、
各項目の概数を示すものといえる。
さまざまな目的で行われる金銭米の「支払」高は、文化年間半ばまで、さほ
－４０－
表５文化2丑～１５寅年二宮家の金銭出入の構造
文化２丑 文化３寅 虻化４卯 文化５辰 丈化６巳 文化７午 文化８未 之化９申 文化12亥 文化13子文化10酉|文化11戌 文化14丑 文化15寅
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y8-000
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vO15
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k3-00 kO-2-2
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燃腱|噸備考 手作を善右衛門委託か 手作を善右衛門委託か 手作播種に｢作者金治
郎是初」
手作停止
服部家奉公
闘始
註１，金は、１両2分2朱を｢kl-2-2｣と､銭l貫500文を｢zl500｣と､銀は7匁5分を「９７５｣と、米2俵2斗2升を「ｙ2-220｣と表記する。
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どの変動をみせない。尊徳が小田原で奉公人生活を始めた文化七・八・九年頃
から急に増え始めるそして文化十三・十四・-'五年頃に増加のピークに達する
当時の「支払」高は、もはや民間人の通常の生活レベルではないｃ支払のなか
に服部家の若党並びに「趣法」にかかわる取引が混入してきたためと考える(1):，
次に「貸付」項目を見ると、年によって「当かし」と「古かし」が仕訳され
ている場合と、そうでない場合がある。すべてにわたり厳密に－年ごとの貸付
高を把握することは難しい。新古の別が明確であるときはその通りにし仕訳
が難しい場合は一括して総高を示すことにした「貸付｣高も文化中期､とくに七・
八年から増え始めるこの時期、前述した通り、尊徳は小田原で武家奉公を始
める．前半期、まだ栢1｣｣村で生活していた頃とは一線を画すようになる文化
年間後半期に入ると「貸付」の面でも大きな伸びが見られる｡「貸付」の中にそ
れまでとは異質な要素が加わってきたと推測できる．
「借用」と「請取」は、文化年間中期を過ぎるまで、ほとんど変化しないが、
十一年以降増加し、末年に至りまったく異常ともいえる急増を見せる．
帳簿に記載される「支払」項目の中には、これを近１１t後期の生活史の観点か
ら研究するにふさわしい貴重な記録が多数含まれている。小考でそれらについ
ていちいち論究する余裕はないが、尊徳の思想形成上も、見逃せない情報が含
まれている。たとえば、文化二年から文政五年までの|帳簿から抽出した教養関
係の「支払」を、表６にまとめた｡
表６経営帳簿に見る蝋徳の教養関係支}Ⅱ
￣
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
２
３
４
代
化
１
１
１
１
１
１
政
年
に
丈
教養関係支出摘要（件数）［代金Ｉ
２無し
３句料(8)［銭309］、芝居入Ⅲ［銭409］
４俳句師匠謝礼（１）［銭１００］、小笠原本［銭19］、実語教［銭90］
５句料（４）［銭120］、俳句niljllTi謝礼（４）［銭142］、芝居入１１ｊ［銭104］
６句料(12）［銭367］、俳ｲﾘⅢj脈謝礼(2)［銭168］、年代記［銭28］
７芝居人川［銭551］、
８用文章［銭348］、孝経［銭172］、’ｌ１ｌｈ記［銭300］
９句料(3)［銭62］、絲典余1111ｊ［金2朱］
０手本紙［銭64］、大学［銭116］、１粁詩選［銭232］、実諦教［銭80］
１句料［銭16］、年代記［銭28］、［'１１１１記［銭251］
２句料(2)［銭54］、真言［銭36］、ULlｱﾄﾃﾞ古本［銭124］
３歳代記［銭24］
４孝経［銭232］
５用文章［銭280］
２無し
３江戸本屍［金1分］、［IIl書［金1分2朱］、曾我芝居［銭52］
４大和俗訓3部［銀15匁8分］、書経［金2朱ﾄ銀5匁］
四書3細［金3分卜銀6匁5分ﾄ銭736］
５女大学［銭424］
註１各年の経営'|ﾘｾﾞ簿から作成。
２支出項目の次の（）は、支ＩｌｌｌＩ１ｌ数、［］は、金額。
３句料には、「評紙」「判銭」「衆儀判」を含む。
『経典余師」「実語教」『往来物」のほか、「四書」『唐詩選」など、当時、庶
民が素読・手習い用に用いた教科書類である平明な和漢の書が購入されている
尊徳が独学した努力のあとが偲ばれるとともに、その水準もおのずからあきら
かである。一時期熱中した俳譜の師匠への礼金支払も見られる(2)'
－４２－
え:.i摘要（件数Ｆ：代金２眠凹ワ】ｎＤ０研・〃犯ｂ庁Ｊ〔ＵＱ》ｎ咄』ｏ』句ＤＣ生ミヤう酊口〉４。お
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．’．：‐’・・ｌ：政
年，”
丈
一文
ｉｉｒｌ「支払」のうちに米穀と代金が記載されている場合がある。その場合、米の売買と支
給の|え別が難しいケースがある。それをIUI脈に区別するiiH記のない場合、前後の記述
から椎ＩＭＩせざるをえないことがしばしばあった。
２漢籍はlﾉﾘ書を中心にごく平|ﾘIなものを購入しているが、特に桜町仕法に赴く直前には、
三セットもまとめ買いしており、購入に実践的な使用目的をもったものがあったこと
が推定される。
２帳簿に見る農業経営
（１）手作り
帳簿に見る農業関係の記載はけっして多くはない。しかし、文化三年の帳簿
の後半部分に「屋敷分私作同（米）壱俵銀右衛門」の記載があり、これは
二宮家の零細な手作り経営の規模を示す記録であると思われる。手作り主の名
義を「銀右衛門」としていることについても注意したい。
少ない情報ながら、帳簿中から看取できる二宮家の手作り経営に関する記録
を表７にまとめた，文化四年、五年、連続して帳簿末尾に、手作りに関する記
録がみられる。まず、文化四年には
ここ路飛と津おぽいにころひとつおぼえ……筆者）
－弍斗しら川
一壱斗よど
－三斗弍升ひせん
－壱斗五升八石
一五升もち
一六升ふくとく
＿壱斗七升伊勢弥六
一壱斗六升とうぼうし
〆壱石弐斗壱升
作者金治郎
栢山村
善右衛門分
とある，これと|可様、文化五年のllli簿の末尾に次の記録がある．
こころおぽい
三月二十五ｎつ、ｔｊ
－四升しん餅
同二十七日水に入る、
一三斗しら川
一壱斗四升余伊勢弥六
一壱斗九升内はち石
－４３－
一壱斗八升ひせん
－壱斗弐升よと
－八升ふくとく
一壱斗六升とうぼうし
〆壱石弐斗壱升作者金治郎
善右衛門分
三月後半に「水に入るる」とあるのは､いわゆる「たれがし」（浸種）のことで、
続く記載はこの年の手作りに関わる品種と播種量の覚と考えられる末尾の「作
者金治郎」は、二宮家（金治郎）がこの作業の経営主体であることを意味す
るただ播種量１石２斗ｌ升は、この時期の二宮家としてはいかにも大きすぎ
る。仮に反当たりの播種量を当時の標準である７升としても、作付け１町７反
余にも及ぶ規模は過大である。当時､田地の請戻しはまだそれほど進んでおらず、
二宮家の所持地は文化三年末でもまだ１町歩にも達していない．まして家族労
働力をほとんど持たない尊徳が簡単に手作りできる規模ではない。
「善右衛門分」は何か。これを水帳上の地主名と見ることもできるが、当時の
二宮家にそうした所持地はない。そこで「銀右衛門」名義の自己所持地とは別
に他の地主から尊徳が手作りするため清作したことになる。その場合、労働力
の不足をどうするかといえば、貸付の相手や小作人の中から雇用人足を確保す
ることになる。だが、今のところその記録は見えない「善右衛門分」を単に地
主とするだけでなく、実は「善右衛門」から尊徳への質入れ直小作との解釈も
ありうる。ただ、それでは経営主体が「善右衛門」方に傾きかねないが、「作者
金治郎」の記載と矛盾しないためには、むしろ「善右衛門」の土地を尊徳が
質地または借地として預かった上で、その耕作の大半を「善右衛門」や他の百
姓に請け負わせた可能』性もある．文化五年三月中旬から九月半ばにかけて、尊
徳は帳簿上、「善右衛門」に対し肥やし代を含む多くの「借り」を計上しており、
その合計額は「弐両三分ト百文｣、さらに年末にかけて金１分２朱ト銭２００文
の借金を加えている．この借用と前掲「善右衛門分」の関係をどう整合性ある
理解にすることができるか）今後慎重な検討を要する
手作りについては文化七年の帳簿末尾にも次の記載がある。
当午種もみ覚
六月二十三日水入
一壱升わせ餅
一壱升弐合新餅
一六升五合しら)'’
一九升う面
一八升弐今とうほうし
〆弐斗五升九合
文化七歳午三月吉日作者是初
－４４－
表７二宮家の手作り経営
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表８尊徳自家再建着手期の小作経営
小作人 文化３寅年 文化４卯年 文化５辰年 文化６已年
淺右衛門 に右衛門新田ｙ５－００ 右術門新田ｖ５００ ｙ４００
弥八 薬lWi堂ｙ３１０ 薬師堂iiiy2‐１０
三郎左衛門 薬師堂西ｙＬｏｏ RO-1-01、 ｙＬ３０
ｖＯｌＯ
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政右衛門 かまい彦八ｙＬＯＯ かまいｙ２１０ ｙ２‐0０ ｙｌ－ｌ５
長右衛門｜とあちりｖＯＯ４
椛右衛門 ｙ３‐１２ ｙ３－００
万兵衛 ｖＯｌ８ト ｙｌ－００
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Ull蔵 ｙ６･１０
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当弐拾四才
二宮金治郎
卯月三日まく
「三月二十三日水人」「ﾘ|j)1三日まく」の記載から文化七年の二宮家の水稲種
籾「浸種」「播種」の記録であることは否定できない。「作者是初当弐拾四才
二宮金治郎」の記載には、尊徳が水稲手作りに本格的に取り組もうとする意
欲も感じられる。前年までの手作りが「作者金治郎」としながらも、まだ､「善
右衛門」はじめ、他の百姓に多分に依存した耕作形態をとっていたのに対し、「
弍斗五升九合」は、身の丈にあった現実性を持った経営規模である。
続く文化八年の帳簿の仕訳勘定「去午（文化七年）作徳米」の末尾に、手作
りに関する次のような記載がある。
一壱俵三斗手作
一餅壱俵半同
一とうほうし二斗八升同
これは「餅」と「とうほうし」を含む文化七年分の米作手作りの収量と解せ
きれる。大略３俵（約１石２斗）であり、およその経営規模を推定できる。前
掲文化七年の播種量とも、おおよそ符合する規模である。
文化六年から七年にかけて所持地と小作経営の拡大を進めつつ、他方、その
一部で地に足を付けた手作りに取り組もうとする姿勢を見せた貴重な記録であ
る。他方、前年までの「善石衛門分」はなくなるが、こうした経営がその後も
継続したか否かの検証は今後も必要である。
文化年|川中期までの二宮家の手作り経営を検討したが、その後文化末年まで
の帳簿から看取される手作り経営の状況を集計し、表７に示した。
文化七年、「作者金治郎趙初」として手作りへの意欲を見せた後、帳簿から手
作りの記載が一時消滅する。再度記録が現れるのは文化十三年で、停滞してい
た二宮家の手作りは、表７に見る通り、文化十三・十四年に、にわかに規模を
拡大する。播種量は５斗前後、反別でｌＩＩＪｌ反歩を超えるⅦただし、文化'一三
年の手作りからは、「薬師堂壱反歩三郎右衛門作」「薬師堂壱反五畝源
蔵作」「西川原壱反歩源七作」のような委託耕作的な内容の残存を読み取る
ことができる。この時期、一時、尊徳は自作経営の復興に意欲を見せたが、家
内労働力に欠けるところを、こうした方法で補填することが不可欠であった。
（２）小作
文化三年の経営帳簿には手作りの状況を示す記録と並らぴ次のような記載が
ある。
仁右衛門新田分
一米五俵淺右衛門
薬師堂分
一同三俵壱斗弥八
－４６－
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これは同年の二宮家小作経営の内容を示す。「御蔵納」分は年貢の上納分であ
る。これと並記される手作り分を合わせた稲作の収量は１１俵１斗５升で、内
２俵６合が年貢上納分とされる。手作りの情報が乏しいのに比べ、小作に関す
る記録は文化三年以降、一度も途切れることなく続く。これを表８と表９にま
とめたい
表８は文化三年から六年まで、尊徳が自家再建に着手した時期の小作経営で、
小作人の数も少なく、作徳量も１０俵から１２俵ほどに止まる反別記載がな
いので規模を推定するのは簡単ではないが、およそ２反から３反程度に過ぎな
いと思われる．
文化七年以降は表９の通り、小作反別が記されるようになり、小作人数も増え、
経営規模があきらかに拡大し始める。人年の小作人は１２人にのぼり、小作反
別は１町７反から１町９反に達するこうした拡大傾向は文化十二年まで続き、
それに変化が現れるのは文化十三年からで、この時期、尊徳が再度、手作りに
意欲を見せたことで、小作の拡大は一時ストップするい
以上、手作りと小作を中心に、売米と土地購入を含めた農業経営の全容を示
すため表１０を作成した。
売米量は、文化五年以降、文化年間中葉から毎年記載されるようになり、小
作が拡大傾向をみせる文化八・九・十年頃から増加傾向を顕著にするが、特に
文化十四・十五年に急激な増加を見せるこれは手作の拡大のためというよりも、
尊徳が服部家御用を委任されたことにともなう、御蔵米の販売が混入したため
であり、そのまま二宮家の経営拡大と見なすわけにはゆかない
まとめに
文化二年から同十五年にわたる二宮尊徳自家再建期の経営'帳簿から次の点を
確認した。
①全集所収の経営帳簿は、底本調査の結果、生々しい経営実態を記した自筆
原本であり、第一次史料として尊徳の自家再建過程を究明する上でまたと
ない史料である。尊徳の青年期の自筆記録と署名を確認したことで、今後、
仕法関係書類の史料批判にあたって、第一次史料と後年の編纂物を区別す
る一つの基準を得た。
－４８－
表１０二宮家の農業経営の構造
文化２丑 文化３寅 文化４ﾘＵｌ文化５辰 文化７午｜文化８未｜文化９申 文化14丑｜文化15寅文化６巳 文化１０酉 文化11戌 文化13子文化12亥
乎作(播種）
名義
ｖＯ－６４ｙｌ－０００
私作銀右衛門 鑑門分|鑑,粉 ｙＯ－４０８ｙＯ－２５９ 元右衛門作
辰右衛門作
ｉ３２－００反別
内荒地
取米
57-03 tl73-OOltl73-00 110-00 tl90-OO
ｖ３６２０ ｙ４０２０
ｙ３Ｌ２００ｙ４Ｌ２５０
ｙｌＯ－０００ｙ８３３３
ｙ４０５０
ｔ173-00tl83-O3
【１０－００
小作米
金
銭
内上納引
不作引
螺，ｌＩｗｌ，蛎剛 ｙ３９－２５１ｙｌ３－００ｙｌＯ－ｌ４０１ｙｌ３－０００ ｙ３８２５０
ｖ２－００６１ｖ３０００ '２mol;１１:Ｉ ｙｌｌ２５１ｖ４１５０ ｙｌ４－ＯＯｙ３－ＯＯｙ２０３
ｔｌ９２－０２ｔ36-00ｔ８３－００
ｔ７－００
l､作反別
内荒地
7４００ ｔｌ５７－２８
ｔ７－００』①
|鷲） 【１$;Oolli3WOl，u8251,13COO ｙ３５－ＯＯＯｌｙ２４２０ ｖ６８２０ ｙ２８００ｙｌ４０００ｋ５－ｌ－Ｏ |Hilm20.343 ｚＬ３１１
土地購入 kl3-0-0113-2-0 ｋ２－００
ｚＬ２５１
ｔ３－２８出
ｔ８５－０９ｔ８５－Ｏ９
okl4-2-0 510-3-0
ｔ９－ｌＯ ｔ３８２８ 32-20 30-14
年末総反別 75-29 ｔ85-09 tl56-27 tl56-27 ｔｌ５６－２７１ｔｌ５０２７１ｔｌ５６－２７ｔｌ５５２７ 156-27 tl87-llltl87-l］ 187-11ｔｌ２４０７
|備考 鵜蛎蟻右衛｢肥代｣に手作可能性 ｢私作｣=手作可能性 手作播種に｢作者金治
郎是初」
手作停止
服部家奉公
開始
註Ｌ金は、1両2分2朱を｢kl-2-2｣と､銭l貫500文を｢zl500｣と､銀は7匁5分を「９７．５｣と、米2俵2斗2升を「ｙ2-220｣と、ただし米2石2斗2升は､｢２．２２｣と、
反別は2反3畝15歩を「t23-l5｣と、日用手間は、一日手間を｢ｈＬＯ｣と、手間代銭164文を｢ｚ0.164｣と表記する。
２，表中の。他史料からの注記を示す。
３，手作の推定反別は、実例の反当り播種量（7升）をもとに推計して表記する。
ｘ ２．． 丈ｌｋ４;`：架化i) ［ 【２ 化72,： ｲM3 Ｉ 化９K！ ズィMIO lﾕ戎 jLｨ脳2翼 １３Ｆ ｲﾋﾞ.＃＝.文化X6賞
手竹i :孵種Ｉ
P､荒
IlUit
Ｖ：（1
紅fijil疋彌同県
昭
ｖＴ･２：
善Z;衛門分
Ｌ二 ３００
1.2】
善右衛115分
ﾋｴ735
`ｙＯ２５９１Ⅲ
Y術？；作
;術l削僻
]200
Ｍ)11
1ユＭＯ
３綱
［1 000
ｖ･'0２
ＺＯ：I(Ｉ
Ｚ、０ ６
ｙ・3.000
ＤＯＯ
ｖ：~・３５ｙ：３ｌ５０ｙｌ８．・Ｏ０ｙ３~．２０
ｋ0.10ｋ二０．０
２ＯＤ８７７
ｖ３１００Ｉｙ６０００ＩｙｌＯＯＯＯＧｙ２－２釦
271.1X］！：7iI-(H）
！】【X)
８３３
４０５
ｌｔｌＢｊｏ３
38.250
-:、２５凸
４－５
Z5.,.28
,』.(H］
１２５ｙ：ｊｊＯ[］
： ００ ００
Ｉｖ
9192岨936.0
：？Ⅲ
8300
－ｆＯＯＯ
Ｋ卜?.『Ｉ
(ｉ､3４
Ｕ
Ｕ：９２OII】
‐■■、ｆ、
K--qjljrＩｉ
２
３－０００１Ｖ：:３２５ｙ：３０００
ｺ.3０『
;ﾛ3:：
35.000V割． Ｔｂ･
』【
68.20
？：0
20.000
ｖ ８．０
97529
ｋ３ｚ.Ｏ
冑，:
Ｅ８５ＪＤ９ 的５８⑫巴
０ｋ二4･弘
３羽
ミニ2Ｉ－Ｏ
ｋユ、３０
二３２２０
占1 (】 ７ 皀温6- 旨】56-27
ｋ： .0.1ｌ
Ｌ３０１･ｌ
Ｅ１８７ｚＺ ．￣R7L．-口－℃P_Ｌ」
~叩卜Ｐｉ－■●二｡田■_
誠:１１能世
:制 ：Ｆ付：
;;J能牲 繼慧Ｉ F作を善感;億門震託か F雄 種(？.h 茄
３１．
ｲi鵯』
京 堕
姶
②二宮家の衰頽期、二宮家の}Ⅱ地は村役人・親族の立ち合いのもとで質入れ
分散譲渡され、Ｆ１家再建に着手すると、１Vぴ村役人・親族の立ち合い協力
のもとで、祖父銀右衛門名義による比較的有利な条件で1111Ⅱ地の請け戻し
が行われていた．ド|家再建に取りかかりlllもない文化年|('1前半、二宮家の
経済行為の多くは祖父銀右衛''１]名義で行われ、村社会もこれを容認してい
た。その背景には村共同体のｷⅡ互扶助機能の発現があった．
③帳簿の記載形式は、Ｈ順記載と仕訳勘定を柱に徐々に形式整備が進むが、
終始、当人にしか分からない記載熟項のあいまいさが残り、特に文化年間
後半、尊徳が小111旗での武家奉公人勤めを始めてからは、その用務が混入
し複雑になる。
④支払・貸借・請取・給金等の金銭勘定は当初は停滞、文化年間半ばから貸
付や請取勘定の伸びが始まり、小額ながら確実な収入である給金が加わる。
各勘定とも後半期にピークを迎えるが、最末期の勘定は拡大が異常な水準
に達し、勘定中に11M部家趣法に関わる事項が混入しており、もはや通常の
百姓の経営帳簿とは言えない内容に変貌している。
⑤経営帳簿の全般に、農事の細部に気を廻らす篤農家的性格は乏しい。所持
地と労働力の不足を抱えた手作り経営は当初から低迷し、質地や借地にn
用や小作労働力を投入する方法で「耕作委託」を進める工夫も試みられた
形跡があるが、ついに停滞を脱しえず、文化末年に至り再度手作り経営の
拡大を試みるが継続せず、再建過程の全期にわたり拡大傾向を維持した小
作経営に首座を譲らざるをえない。
⑥小作経営は再建に情干した当初から始まり、所持地の呵復にともない111同調
に成長する。文化年ｌｌＩ１の半ばには小作人十数人、小作反別２町歩iﾘ、作徳
米３～４０俵を擁する経営に成長し、生じる売米収入が貸付金収入ととも
に二宮家の経営を支える支柱となった．帳簿記載''１，米相場への注意を怠
ることはない。
なお釿文化年間半ばから文政年間にかけて拡充されるllli部家における奉公稼
ぎと趣法の問題は、二宮家の再建過程に深く関与するが、小考では割愛した。
別機会にこれを取り上げ論究したい。
（2011.912．脱稿）
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